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個別実績の前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、平成29年３月期の個別業績につきまして、業績予想の開示を省略しておりましたが、前期実績値と

の対比においてその差異が生じましたので、以下のとおりお知らせいたします。 

 

１．当期の個別業績と前年実績値との差異（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 期 実 績 （ Ａ ） 

（平成 28 年３月期） 

（百万円） 

44,971 

（百万円） 

772 

（百万円） 

280 

（百万円） 

△162 

（円 銭） 

△20.77 

当 期 実 績 （ Ｂ ） 

（平成 29 年３月期） 
44,237 2,107 1,624 1,343 166.06 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △734 1,335 1,343 1,506  

増 減 率（ ％ ） △1.6 172.9 478.5 ―  

 

２.差異の理由 

売上高については、主力事業である介護事業においては堅調に推移しましたが、その他の事業において、投資

型不動産の分譲販売にかかる収益が減少したことから、前年実績を下回っております。 

一方で、利益については、介護事業において、シフト管理の徹底等、業務の効率化及び人員配置の適正化に継

続して取り組んだことに並行して、コスト削減の取組みが進展した結果、売上原価が減少いたしました。加えて、

今後の業績動向等を勘案し、繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結果、回収可能性がある部分について

繰延税金資産を計上したことにより、営業利益、経常利益および当期純利益において前年実績を上回っておりま

す。 

   

平成30年３月期につきましては、引き続き、既存施設のサービスの質の維持・向上及び稼働率の向上を目指

し、売上の確保と利益構造の適正化を図ってまいります。                                                                                                                                

                                                  

 

以 上 

 


